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河 川 の 毒 性 研 究―Ⅱ
長崎市浦上川の致死濃度以下の毒性物質について
北 村 等
Studies on the Toxicity of  Rivers-II
Inference of Toxicants under Lethal Concentration of the 
         Urakami River in Nagasaki City
Hitoshi KITAMURA
 Water samples collected from the Urakami River on October 1978 were concentrated with 
the freezing concentration method in order to detect the toxicity which is under lethal level 
to the test fish  (Tanichthys albonubes). To find the causative toxicants by the toxicity test 
at 25°C, the concentrated samples were treated with the following three methods. One is pH 
adjustment test of the water samples at three different values 6.0, 7.0 or 9.0 and other two 
methods are the extracting tests with n-hexane and with dithizone-carbone tetrachloride. 
The results of the toxicity test were as follows. 
 The toxicities of samples adjusted to higher pH became higher. The toxicities of samples 
extracted with n-hexane and with dithizone-carbone  tetrachloride were not decreased. These 
results indicate that one of the causative toxicants is ammonia. However, comparison of the 
toxicity of water sample  ad  justed to pH 6.0 with the value of 48-hr. TLm of ammonia at 
pH 6.0 reveals that the water of Urakami River must include another causative toxicant 
besides ammonia, which is to exhibit toxicity even at low pH, and to be not extractive 
with n-hexane and with dithizone-carbone  tetrachloride. Because the pollution of Urakami 
River was caused by household sewage and contents of anion surfactant (MBAS) in the 
1000% concentrated water sample is higher than lethal limit. The detergents is estimated as 
this causative toxicant.
前報ωでは長崎市 浦上川の致死濃度以下 の 毒 性 を
1977年 か ら1978年 にかけ各季,計4回 測定 した.こ の
結果,市 街地を流れ る下流域で秋,冬 に毒性が高 いこ
とが知 られた.本 研究 では,1978年 同河川よ り採取 し
た試水 について,前 報と同じ く凍結濃縮法②を用 いて
濃縮 し,そ の毒性を後述 のアカヒレを供試魚 と して調
べ,さ らに,新 たに毒性 の原因物質を探査 しその推定
を行 な った.
実 験 方 法
1.河 川水試料
長崎市浦上川の採水地点7か 所をFig.1に 示 した.
前 報では支流を含めたが今 回は主流のみを調査 した.
1978年10月12日 に全地点よ り採水 し,毒 性値を調べ た.
そ して,こ の調査の結果 から毒性が認め られ た採水地
点 の うちか らSt.6を 選び(Table1),毒 性物質の推
定 のためさらに同年10月23日 に採水 した.採 水は降雨
がな く天気が数 日安定 した後 とした.な お,St.7は
河 口域 にあるため干潮時に採水を行 な った.
2.測 定項 目および分析法
水温,pH,溶 存酸素,COD,ア ンモニア態窒素,
陰 イオ ン界面活性剤(メ チレンブルー活性物質 ・MB
AS),塩 素量の7項 目につ いて測定 した.pHは ガ
ラス電極法,溶 存酸素 はウ ィンクラー ・アジ化 ナ トリ





















































































































































































































































































270 19．0 7．7 6．3 70 6．0 5．80 3．04 50．1
＊　shows　water　sample　collected　from　St．　no．　6　on　October　23．　N．D．，　not　detected
Table　2． Toxicity　of　the　concentrated　water　samples　after　exposure
to　various　pH’　s　to　test　fish．
Elapsed
period
（hr）
O．5
1
2
3
6
12
6．0
Adjusted　pH
　　7．0 9．0
十十十十十十十
十十十十十十十
十十十十十十十
十十十十十十十
一一一 ¥十十十
十十十十十十十
十十十十十十十
T十十十十十十
十十十十十十十
Fish　behavior：
十，　normal：　±，　abnormal　symptom：　一，　death．
りである．
pH調節pH　6．0，9．0および7．0の毒性試験結果を
Table　2に示した．　pH　6．Oでは6時間経過で供試魚
の死亡が始まったが，pH　9．0では1時間で全て死亡
した．pH　7．0ではpH　6．0とpH　g．0との中間の毒
性であった．これより，毒性物質はアルカリ性になる
ほど毒性が高くなる性質を持つと判断される．
n一ヘキサン抽出　分画A，B，　Cの毒性試験結果を
Table　3に示した．分画Aの毒性はTable　2におけ
るpH　7．0の毒性とほぼ同程度であった．分画Bでは
毒性は認められなかった．また，分画Cの毒性は分画
Aと比べて多少高くなっているが，これは処理後の中
和操作が不十分だったために，試験中検：水のpHが
多少アルカリ性になった結果だと考えられる．これよ
り，毒性物質は有機農薬類，アルカロイド等のn一ヘ
キサン抽出可能物質ではないと判断される．
ジチゾン・四塩化炭素抽出　各pHにおける分画A
とaの毒性試験結果をTable　4に示した。各pHと
も分画AではTable　2におけるpH　7．0とほぼ同程
度の毒性が認められたが，分画aでは毒性は認められ
なかった．したがって，毒性物質はジチゾン・四塩化
炭素には抽出されないと判断される．
　5．毒性物質の推定
　上記の各処理法での毒性試験の結果より，毒性物質
はアルカリ性で毒性が増すこと，有機農薬類アルカ
ロイド等ではないこと，さらに，重金属である可能性
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Table　3．　Toxicity　of　concentrated　water　samples　extracted　with　n－hexane　at
　　　　　pH　3．0　（A），　pH　11．0　（C）　and　back　extraction　with　water　at　pH
　　　　　11．0　（B）　to　test　fish，
制 A
Fraction
　B c
O．5
1
2
3
6
12
24
48
十十十十十十十
十十十十十十十
十十十十十十十
十十十十十十十
十十十十十十十
十十十十十十十
一ト十十十十十十
一ト十十十十十十
十十十十十十十
．十十十十十十十
十十十十十十十
十十十十十十十
十十十十十十十
一一一一一一 ¥
Fish　behavior：
十，　normal：　±，　abnormal　symptom：　一，　death．
Table　4．　Toxicity　of　the　concentrated　water　samples　extracted　with　dithizone－carbone
　　　　　tetrachloride　at　various　pH’　s　to　test　fish．
Elapsed
period
（hr．）
O．5
1
2
3
6
12
24
48
A a
　　Fraction
（extraction　pH）
A　　　　　　　a A a
（pH　3．0） （pH　6．0） （pH　10．0）
十十十十十十・十　十十十十十十十　十十十十十十十　十十十十十十十　十十十十十十十　 十十一ト十十十十
十十十十十十十　十十一ト・十十十十　十十十十十十十　十十十十十十十　十十十十十十十　十十十十十十十・
十十十十十十十　十十十十十十十　十十十十十十十　十十十十十十十　十十十十十十十　十十十十十十十
十十十十十十十　十十十十十十十　十十十十十十十　十十十十十十十　一十十十十十十　十十十十十十十
十十十十十十十
十十十十十十十
十十十十十十十
十十十十十十十
十十十十十十十
十十十十十十十
十十十十十十十
十十十十十十十
十十十十十十十一
十十十十十十十
十十十十十十十
十十十十十十十
Fish　behavior：
十，　normal：　±，　abnormal　symptom：　一，　death
は少ないことなどが知られた．そこで，これらの性質
を持ち，かつ都市型河川である浦上川で考えられる毒
性物質としては，まずアンモニアがあげられる．アン
モニアはアルカリ性で毒性が高くao），　n一ヘキサン，ジ
チゾン・四塩化炭素には抽出されない．アンモニアの
48hr　TLm　（NH4－N　として）はpH　g．0で3．0～
6．OPPm，　pH　6．0では20～40PPmである　（北村未発
表）．そして，実際に検水のアンモニア濃度を分析し
た結果47ppm（回収率81％）であり，これらを考慮す
ると，Table　2のpH　9．0の毒性はほぼアンモニアに
よると判断される．しかしながら，毒性物質がアンモ
ニアのみとするならば，pH　6．0では24時間後も供試
魚の半数以上が生存可能であるはずなのに，実際の検
水では12時間後に全供試魚が死亡した．したがって，
pH　6．0において，アンモニアのみが毒性物：質とした
場合，その毒性は高すぎると考えられる．すなわち，
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以上の処理法によっても検出されない毒性物質が検水
中に存在する可鮒が聯ら：静る・この灘物質は酸
性で毒性が認められ，n一ヘキサン，ジチゾン・四塩化
炭素には抽出されないものであろう．これには都市河
川で問題とされている洗剤中の陰イオン界面活性剤
（MBAS）があげられる．洗剤中のMBASの48－hr
TLmは11ppm（市販洗剤g種の平均）である（北村
未発表）．そして，検水のMBASを実際に分析した
結果15ppm（回収率49％）であった．したがって，
MBASも毒性物質として十分関与していることが考
えられる．
　4．む　す　び
　本研究では，凍結濃縮河川水に3種類の処理法を用
いることにより，浦上川の致死濃度以下の毒性物質と
してアンモニアが推定されたが，MBASも毒性物質
として関与していると思われる．この例にみるように，
生活排水を汚濁の主な原因とする都市型河川において
は，今回用いた方法は毒性物質の検出法として有効な
方法であり，さらに今後，MBAS等の適切な処理法
を確立することによって，より優れた方法になりうる
と考えられる．
　終りに，原稿の御校閲をいただいた長崎大学水産学
部平山和次教授に深く感謝の意を表する．
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